


































おける画家の評価に束縛されない、彼ら独自の蒐集眼によって作家や作品が選択されていることは十分に理解された。たとえば、大坂の墨江武禅や中井藍江、江戸の堤等琳と うような、日本では今もなおさほど研究の進んでいな 画家たちの作品が、明治期においてすでに複数集められている。そのような点からも、蒐集のユニークな性格は窺えるだろう。総じてフェノロサやビゲローの審美眼は、日本画の強勁 墨線と明快な色彩に惹かれる傾向が大きかったように見受けられる。尾口雲錦の「白梅孔雀図」もそうした審美眼に なうものであったらしく、やはり強勁な墨線と明快な色彩を画面いっぱいに充満させている。また、画面幅三尺を超える大作であるところもなかなか迫力を漂わせる。表現といいサイズ いい、画家としても人目をかなり意識した制作であるこ は容易に諒解された（絹本著色、一五九・七×九八・六㎝） 。　
画面は中央に大きく孔雀を配し、そのきらびやかな長い尾羽が作
品の中央で最も目を惹くモチーフとして扱われてい 後方には白梅、かたや下方前景には紫陽花が咲いており、季節の矛盾に無頓着であるのは、装飾性を優先させた選択であろうか。紫陽花は半ば青色、半ば白で彩られている。いずれも濃密な岩絵具で彩色され、背景には水流と交互に 金泥でまだらな霞をたなびかせる。こうした色彩と金の競演が、文字どおり「目をあざむく」効果をあげているのである。さらに細部を見れば、下方右の渓流の前には二羽の雀が
円環状に飛戯するさまを描き添え、闘争で抜け落ちた羽毛が空中に浮遊している。また図版からは判別しがたいが、画面右上方隅に見える小さな点は画中に描きこ れた虻である。遠くからはゴミか汚れのようにしか見えないが、近寄ってみると実際の虻 画絹の上に止まってい ようにも錯覚する。だまし絵のような効果を狙ったものらしく、雲錦の茶目っ気と自らの写実表現における自負を感じさせる。　
左下方に「雲錦尾口毅」の大ぶりな款記があり、 「大日本雲錦尾



























て、崋山とは師弟関係ではなく、友人としての交遊であったことがわかっている。確かに、秋暉 基本的に花鳥画を専門としてい らしく、現存する遺品のほとんどを花鳥画が占める点で、崋山の作域とは大きく異なる。どちら いえば南蘋派の範疇に含まれる画家といってよい。　
秋暉が若年のころ師事したのは、むしろ南蘋派の系譜に連なる中




る画風継承については、彼らの作風を相互に比較してみると とりわけ近似性が高い。その根源はやはり大西圭斎の個性に負うところが大きかったように思われる。圭斎は今や秋暉ほど注目され い画家ではないけれども、本腰を入れて描いた 品にはなかなか見るべきものを残している。そのシャープな形態感覚と透明度の高 色彩は圭斎独特のもので、宋紫石からの影響はさほど濃厚に感じさせない。また紫石以前の南蘋派の伝統ともやや趣きを異にする。むしろ圭斎は同じ来舶清人画家でも 淡彩による没骨体花卉図を専ら得
尾口雲錦の伝記と作品
一三一
意とした張秋穀（一七四四～？）の画法に学んだことが窺われ、圭斎はその没骨法を導入することで、南蘋派の中でも新たな画境を作り出したも と捉えられる。没骨法の使用は、特 背景となる花卉の描写において顕著に見ることができ、主役である鳥類を際立 せるのに効果をあげ いる。また張秋穀の画 はのちに渡辺崋山や椿椿山にも影響を与えており、その共通点によって秋暉と崋山の付き合いは深かったのではな かと思われ 。　
もうひとつ、この三人に共通する個性として、およそ愛嬌のない、
厳しい表情の鳥類を好んで描くことがあげら る したが 彼らの描く鳥の顔は、ひどく怖い。これは主に鳥類の眼精（黒目）の打ち方に独特の共通点があるからである。　
かつて古美術商の小林克弘氏から、岡本秋暉作品における鳥類の





















じめた。とりあえずボストン美術館で得た情報を採用すれば、雲錦は天保七年丙申（一八三六）に生まれ、また『小田原画家略伝』の記載により、明治十二年（一八七九）八月に亡くなったものと推定される。享年は四十四歳となり、 『小田原画家略伝』が「三十余歳にして歿し」たと述べるのとはちょうど十年ほど食い違う。彼は小田原藩大久保家の支族で 千石の旗本であった宇津家に仕えていた。その縁で小田原藩の絵師・秋暉に師事したものと思われる。雲錦がいた宇津氏の屋敷は、西久保八幡社（現在の港区虎ノ門五︲一〇︲一四）の表門の道向かい わかりやすくいえば東京タワーの西北麓にあった。　
八歳のとき、天保十四年（一八四三）から秋暉のもとで画技を磨

































たことが窺える。またこのときの住居が主君宇津氏の屋敷のある西久保、姓が尾口であることを確認すること できる。ちなみにこのとき師秋暉は五十一歳で健在である。　『小田原画家略伝』が記録する雲錦の菩提寺・麻布一本松の松本山徳正寺は浄土真宗本願寺派に属し、現在も東京都港区元麻布一︲二︲一〇にある。また、彼が葬られたという広尾の慈眼山光林寺は、同じく港区南麻布四︲一一︲二五にある臨済宗妙心寺派の寺院である。ともに近所といってよく、雲錦 いた西久保からもさして遠くない。筆者は昨年九月十三日、光林寺を訪れ雲錦の墓碑の掃苔を試みたが、広大な霊域にはそれらしき墓標は見当たらず、お寺 方の記憶でも尾口姓の墓には心当たりがないというお話であった。
フェノロサと雲錦






















































いう奇抜な構成である。師の岡本秋暉にも同様の構成を白鷺 よって描 た先例があるので、その翻案と考えられる（図７） 十八世





















































たい。画家が作品の落款に自らの本貫、すなわち本籍地を書き込むことは、江戸時代以前から通常的におこなわれていたこ ある。例えば雪舟等楊が「備陽雪舟」とサインし、司馬江漢 「東都司馬峻」 （東都は江戸のこと）と記すといった類である。彼らが本貫を作品に記入するときは、まず旅先とか寄寓先 か 画家自身がともかく本貫から離れた場所にいて制作し 場合が想定きるだろう。あるいはもうひとつ、本貫にいながら本貫 異なる地方の注文主からの依頼があって制作したケース、つ り自分の作品が他国へ送られて鑑賞されることを想定 て記入することも考えら
れる。どちらの場合にせよ、画家は自らの本貫にプライドをもち、それを画面上に表明しておくことが、鑑賞者・注文主の自作に対する感情や評価において有利な効果を与えるであろうことを期待していると見てよい。郷土愛やお国自慢とやや似かよった感情であろう。ただ鎖国体制であった江戸時代に「日本」とか「大日本」という異国を意識した本貫を記し 例は、筆者は知らない。稀有な例外は、室町期に雪舟が「日本禅人等楊」という落款を入れた「四季山水図」四幅対（東京国立博物館蔵）の存在で、これは雪舟入明時の作か、あるいは中国へ送る めに日本で制作された作品と考えられる。　
雲錦が「白梅孔雀図」で使用する「大日本雲錦尾口重毅」白文方







となる。彼は明治十四年（一八八一） 、七十歳の時に描いた「梅下遊鯉図」 （鳥取・渡辺美術館蔵）に「大日本因幡国源成章」 「稲升弌號五石翁」の二印を捺した（図
1（・
1（） 。作品は墨一色の濃淡と滲























































含む）の写実性は、花鳥画にのみ偏向す 南蘋派をはるかに凌ぐものであった。明治以後 時代遅れ 旧派となって急速に魅力を失い、衰えていった南蘋派は、写真や西洋絵画という異種文化とどのように対峙したのか。さらなる資料収集を必要とするが、明治のごく初頭における南蘋派の動向を考えるうえで、雲錦 いう画家の存在はそのひとつの例証となるのでは いだろうか。
